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Ⅰ はじめに
株式会社の本質を理解するためには中世キリ




るとの思想｣ の根源は, 神秘体 (corpus
mysticum) にあるとして, 以下のように述べ
る｡
｢職場, 店舗, 一般に 『営業所』 と住居―
商号と姓名― 営業資本と個人財産, こう
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Ⅱ 神秘体 (corpus mysticum) とは
なにか



















トにとって 『固有の真なる体』 (proprium et
verum corpus) であるのに対して, 聖餐はキ
リストの〈神秘体〉である｣ (訳 p. 258) と表
現したことで普及するようになったという｡
｢最後の晩餐｣ でイエスがパンと葡萄酒を指







り聖餐 (パンと葡萄酒) がキリストの体 (血肉)
に変わることを意味していたのである｡



















のであった｡ しかし, これが ｢奇妙で捜索した
位置変換｣ (un curieux chasse-croise) をして,
12 世紀半ばに, 教会そのものが神秘体となる
のである｡ すなわち, ｢キリストの体｣ という
用語は, もともとは ｢キリスト教会｣ を指し示
していたパウロの用語であったものが, 今や聖






つまり, ｢キリストの二つの体｣ として, ｢一
つは祭壇上の個体としての〈真の体〉たる聖体,
もう一つは集合体としての〈神秘体〉たる教会｣
(訳 p. 261) が意味されるようになる1｡
｢教会史における一つの転換期｣ として, ｢最
終的に 1215 年に化体説の教義へと到達し, こ
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示すものとして,〈神秘体〉という言葉｣ (p.







































































第一の君主 (primus princeps movens et regu-
lans totam politiamam Christianam)』 ― を
高挙する手段として, 位階的な教会内部におい
て用いられ始めた｣ (訳 p. 268) という｡ キリ
ストの代理者としての教皇は, ｢教会の神秘体｣
の頭となり, 手足としての信徒は ｢教会の頭た
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『神秘体』｣ となるのである｡ そこから, ｢教会
という有機体は, ほとんど法学的な意味におけ



















































CHUKYO KEIEI KENKYU Vol. 22 No. 1・240
体をもたず可死的でない｣ がゆえに, 永続体と













神秘体に』 (Dei et corporis eius mystici quod





































12 世紀に, 教会が ｢キリストの神秘体｣ と
して確立されたとき, 国家も自らが ｢神聖なる
帝国｣ (sacrum imperium) たらんと標榜し,
両者の相互作用を通じて, ｢霊的な〈神秘体〉
と世俗的な〈神聖なる帝国〉｣ が同時期に形成
された3 (訳 p. 260)｡ 神秘体の観念がひとたび
教会により明確にされるに至ると, 世俗国家も













係は, 身体 (コルプス) という言葉に依存して




様である｡5｣ (訳 pp. 347-348)
カントロビッチは, 神秘体という ｢身体｣
団体概念の起源
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法自体がこれを許さないのである｣ (訳 p. 349)
と強い調子で述べている｡
1300 年前後においては, 国家は ｢擬人的人
格｣ ではなく, ｢政治的身体における頭と四肢
の古来の有機的合一｣ としての ｢有機体論的な
統一体｣ と考えられていた｡ すなわち, ｢〈王国)
や (祖国) は人格化されてはおらず, むしろそ










― (帝国は永遠なり) (Imperium semper est)
― 恒久性ないし永遠性を自らに要求し始めた｣






















(訳 pp. 349-350) ということになる｡
王の不可死性には三つの理念的源泉がある
(kantrowicz, 1965, 訳 pp. 223-224)｡ 一つは














(1957, 訳 p. 350)｡ これが 12～13 世紀に現わ
れる ｢法中心的王権｣ の理念である｡ また, 13
世紀以後には神秘体という ｢『決して死ぬこと
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単に妻の財産を利用する権限があるだけで, そ







(訳 p. 283)｡ 神秘体としての国家概念は ｢それ
自体で独立した存在である国家｣ であり, ｢王
から独立し王には属さない所有権を与えられて
いる国家｣ (訳 p. 283) という観念を明確化し
たのである｡
キリストに関する ｢主の二つの身体｣ (du-













































内包的意味合いを獲得し, …… 『擬制的』｣ な
いしは 『法的』 人格を意味するようになり, 団
体論的性格を帯びるに至った｣ (訳 pp. 274-
275) という｡




家〉(humana civilitas) と定義し, ……ダン
テ以外の人々は, 必要に応じてこれを (人民)
(populus) とか (国家) (civitas), (王国)
(regnum) ないしは (祖国) (patria) として,
あるいは他の任意の社会的共同体や団体として
定義するようになったという (訳 p. 278)｡ さ
らに後期中世の法学者アントニウス・デ・ロセ
リス (1386 年生) は, 村, 都市, 地方, 王国,
全世界の五つを, それぞれ〈神秘体〉と見なし
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秘体の発想が適用されてゆくのである｡





ス (corpus societatis) を神秘体 (corpus my-










































捉えた場合には, 会社 (corporation) の独立
した資産として扱われたのである (Weber,









































ナロジーで解釈されて, ｢身体｣ (corpus) を
もった存在として成立することで, その後の
｢法人｣ の議論が容易に進むのである｡ 要する
に, ｢身体 (corpus)｣ の議論が先にあって,
｢人格 (persona)｣, の議論が後に成立するの
である｡ つまり, ｢擬制的人格｣ といった法律
































































































二分された身体｣ (corpus dominicum biperti-
tum) について論じ, 原型としての個人の体と
(神秘体) とを区別し, 後者は (比喩的身体)
(corpus figuratum) とも呼ばれている｡ そし
てキリストは, 自らが個体として有する〈原初
的身体〉(corpus principale) から出発して, 彼
の超個体的な〈神秘体〉) へと人類を導いていく
ことを意図したと, 彼は主張した｡ 1200 年前後
の学者たち―たとえばクレモーナのシカルドゥ
スやセーニのロタリウス (後のインノケンティ
ウス三世) ― は, 聖餐に関する彼らの議論のな
かで, ほとんど習慣的と言ってよいほど, キリ




体〉(duplex corpus Christi) について考察し,
自然的身体 (corpus naturale) と〈神秘体〉と
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なかから現われた｣ という｡ そして,〈教会の一
つの身体〉(unum corpus ecclesiae) と〈国家





corpus quoddam) という有名な言葉｣ がある











ある｡｣ (訳 pp. 273-274)
6 特に 16 世紀のフランスにおいては, ｢〈神秘
体〉の類比と王と王国との婚姻という比喩は,
フランス王国の基本法に組み入れられるに至っ
た｣ という (訳 p. 285)｡
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